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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

免疫療法は進行性前立腺癌に対する魅力的な治療戦略の一つである。去勢抵抗性前立腺

癌 に 対 す る 細 胞 治 療 薬 と し て 、 prostatic acid phosphatase (PAP) と

granulocyte-macrophage colony stimulating factor (GMCSF)の融合タンパク質：PAP-GMCSF

により ex vivo で誘導される樹状細胞ワクチン：Sipuleucel-T（Provenge）が 2010 年 4 月

に米国 FDA で承認された。この Sipuleucel-T による治療効果については、プラセボ群と比

較した場合、4.1 ヶ月の生存期間の改善が認められている。これらを背景として本研究では、

PAP-GMCSF に併せて、抗癌活性を有する他のサイトカインとの融合タンパク質である

PAP-IL2、PAP-IL4、PAP-IL7 を使用することの有用性を検証した。本研究により、PAP-GMCSF

に併せて PAP-IL2、PAP-IL4、PAP-IL7 を使用することの有用性が示され、今後、免疫学的

治療効果が増強された新規の前立腺癌ワクチン療法を開発できる可能性がある。 
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